
わ
が
国
現
存
最
古
の
医
書
は
『
医
心
方
』
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前

に
も
す
で
に
『
大
同
類
聚
方
』
『
難
経
開
委
』
『
金
蘭
方
』
『
掌
中
要

方
』
「
養
生
抄
』
『
集
注
太
素
』
と
い
っ
た
医
書
が
撰
述
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
す
べ
て
亡
失
し
、
い
か

な
る
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
全
く

窺
う
す
べ
が
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
演
者
ら
は
、
こ
の
う
ち
深

根
輔
仁
の
撰
と
伝
え
ら
れ
る
『
掌
中
要
方
』
の
内
容
が
部
分
的
な
が

ら
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
の
失
名
医
書
中
に
伝
存
し
て
い
る
こ
と
を
見
い

出
し
た
。
『
医
心
方
』
を
は
る
か
に
測
る
医
書
の
逸
文
の
出
現
は
、

日
本
医
学
史
研
究
上
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
と
考
え
ら
れ

る
。
よ
っ
て
こ
こ
に
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。

一
、
深
根
輔
仁
と
『
掌
中
要
方
』

深
根
輔
仁
は
『
本
草
和
名
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
の

深
根
輔
仁
『
掌
中
要
方
』
に
つ
い
て

Ｉ
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
の
古
文
書
中
に

残
る
逸
文
Ｉ

○
石
原
武
小
曽
戸
洋

事
蹟
に
つ
い
て
は
①
『
日
本
紀
略
」
延
喜
十
八
年
（
九
一
八
）
九
月

十
七
日
条
に
「
右
衛
門
医
師
深
根
輔
仁
撰
掌
中
要
方
」
、
②
『
類
聚
符

宣
抄
』
巻
九
の
侍
医
時
原
興
宗
の
処
分
請
状
〔
延
長
三
年
（
九
二
五
）

二
月
〕
中
に
「
典
薬
頭
菅
原
朝
臣
行
貞
門
徒
権
医
博
士
深
根
輔
仁
」
、

③
「
法
曹
類
林
』
巻
二
百
に
は
承
平
六
年
（
九
三
六
）
十
二
月
の
記

マ
マ

事
と
し
て
「
侍
医
滋
根
輔
仁
問
」
、
④
『
和
名
類
聚
抄
』
の
源
順
序

に
「
大
医
博
士
深
根
輔
仁
奉
勅
撰
集
和
名
本
草
」
な
ど
と
あ
る
。
し

た
が
っ
て
④
か
ら
官
は
大
医
博
士
ま
で
至
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
①

か
ら
右
衛
門
医
師
の
地
位
に
あ
っ
た
九
一
八
年
九
月
に
『
掌
中
要

方
』
を
撰
述
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
の
書
は
鎌
倉
時
代
の
成
立
に

な
る
と
さ
れ
る
『
本
朝
書
籍
目
録
』
に
見
え
る
「
『
掌
中
方
』
一
巻
、
深

根
（
源
）
輔
仁
撰
」
と
同
一
害
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
か
ろ
う
。

二
、
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
の
失
名
医
書
（
第
六
号
）

財
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
に
は
、
巻
首
の
欠
損
に
よ
っ
て
書
名

を
逸
し
た
医
書
が
数
点
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
「
正
応
四
年
（
一
二
九

一
）
八
月
五
日
書
写
了
守
長
嗣
囲
」
の
奥
書
を
有
す
る
古
抄
巻
子

本
が
あ
る
。
守
長
は
丹
波
守
長
の
こ
と
で
、
『
丹
波
氏
系
図
』
に
よ

る
と
、
従
五
位
下
、
典
薬
助
の
位
に
あ
っ
た
。

本
書
は
全
五
紙
を
存
す
る
。
一
紙
は
一
六
界
で
あ
る
が
、
お
よ
そ
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一
界
に
双
行
宛
書
か
れ
て
い
る
。
第
一
紙
か
ら
第
四
紙
前
半
ま
で
は

「
病
愈
後
禁
忌
」
「
炮
瘡
発
年
」
「
年
々
記
」
「
天
平
官
符
」
な
ど
の
項

目
で
、
痘
瘡
関
係
の
記
事
が
列
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
報
で
問
題
と

す
る
の
は
第
四
紙
後
半
以
下
の
医
方
害
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
部
分
に
は
後
掲
の
五
つ
の
治
病
項
目
が
あ
り
、
各
項
に

第
幾
と
項
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
見
し
て
あ
る
医
方

書
か
ら
の
抜
抄
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。
種
々
の
六
朝
晴
唐
の
医
薬

書
か
ら
類
抄
し
て
あ
る
が
、
薬
物
名
・
病
名
に
和
名
が
付
さ
れ
る
と

こ
ろ
か
ら
す
る
と
本
邦
の
所
撰
で
あ
る
。
和
名
は
「
本
草
和
名
』
の

記
す
と
こ
ろ
と
一
致
す
る
。
末
尾
に
は
「
上
件
条
之
治
方
、
多
載

０
Ｏ
○

掌
中
方
、
価
更
不
暹
抄
、
披
本
害
可
知
也
」
と
い
う
識
語
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
演
者
ら
が
こ
の
部
分
を
深
根
輔
仁
『
掌
中
要
方
』
か
ら
の

抜
抄
と
判
定
す
る
に
及
ん
だ
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

三
、
逸
文
部
の
構
成

マ
マ

八
避
時
気
疫
病
法
第
百
七
Ｖ
ま
ず
「
出
病
源
論
」
と
し
て
現
伝

『
病
源
』
巻
九
時
気
候
の
冒
頭
を
引
く
。
次
に
「
已
上
出
霊
奇
方
」

と
し
て
治
方
七
方
を
引
用
。
こ
の
う
ち
六
方
は
『
医
心
方
』
巻
十
四

に
も
見
え
る
。
次
に
「
出
陶
景
本
草
注
」
と
し
て
一
方
、
さ
ら
に

「
出
崔
禺
錫
食
経
」
と
し
て
一
方
を
引
く
。
最
後
の
一
方
は
出
自
未

詳
。八

傷
寒
鋺
豆
瘡
方
第
百
八
Ｖ
首
に
『
病
源
』
巻
七
の
傷
寒
登
豆
瘡

候
か
ら
引
用
。
「
出
病
源
論
」
を
脱
す
。
「
已
上
千
金
方
」
が
七
方
、

「
出
梅
略
方
」
「
已
上
極
要
方
」
「
出
経
心
方
」
が
そ
れ
ぞ
れ
一
方
。

八
鋺
豆
瘡
後
滅
痩
方
第
百
九
Ｖ
首
に
『
病
源
』
巻
七
の
傷
寒
登
豆

瘡
後
滅
鯉
候
を
引
用
。
次
い
で
「
已
上
千
金
方
」
が
四
方
、
「
新
録

方
」
が
三
方
。

八
治
時
病
後
労
復
方
第
百
十
一
Ｖ
首
に
『
病
源
』
巻
九
の
時
気
労

復
候
を
引
用
。
次
い
で
出
自
未
詳
の
方
が
数
方
。

八
時
行
後
洗
手
硫
頭
致
復
方
第
百
十
二
Ｖ
「
出
千
金
方
」
と
し
て

現
伝
『
千
金
方
』
巻
十
、
労
復
第
二
か
ら
論
を
引
用
。

四
、
結
語

『
医
心
方
』
を
湖
る
七
十
年
近
く
も
前
に
す
で
に
こ
の
よ
う
な
形

態
を
と
る
医
方
書
が
わ
が
国
で
著
わ
さ
れ
て
い
た
。
全
体
が
わ
か
ら

な
い
の
で
断
定
的
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
『
医
心
方
』
と
の
重
複

は
意
外
に
少
な
い
。
し
か
も
『
掌
中
（
要
）
方
」
は
文
字
通
り
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
の
医
書
で
、
巻
数
も
『
本
朝
書
籍
目
録
」
の
記
す
よ
う
に

一
巻
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
『
医
心
方
』
の
種
本
と
な
っ
た

こ
と
は
あ
り
え
な
い
ま
で
も
、
『
医
心
方
』
の
編
集
法
に
影
響
を
与
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え
た
こ
と
は
当
時
の
舞
台
背
景
か
ら
ゑ
て
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
『
掌

中
方
』
も
ま
た
『
外
台
秘
要
方
」
の
編
集
ア
イ
デ
ア
に
由
来
す
る
可

能
性
が
高
い
が
、
と
も
あ
れ
、
わ
が
国
独
自
の
医
方
書
の
嗜
矢
と
し

て
、
今
後
研
究
に
値
す
る
貴
重
な
資
料
と
考
え
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
学
研
究
室
）

呉
秀
三
の
論
述
の
中
に
、
呉
家
の
先
祖
は
豊
田
姓
を
名
乗
っ
て
い

た
と
あ
る
。
呉
一
族
が
、
中
央
に
出
て
華
を
し
い
活
動
を
行
っ
た
の

に
対
し
、
豊
田
一
族
は
故
郷
・
呉
に
と
ど
ま
り
、
地
域
医
療
に
尽
し

た
の
で
あ
る
。
本
日
は
呉
秀
三
の
父
で
あ
る
呉
黄
石
の
い
と
こ
に
あ

り
ゆ
う
せ
き

象
と
し
て
る
お

た
る
豊
田
立
碩
と
、
そ
の
実
子
実
頴
と
昭
雄
を
中
心
に
述
べ
た
い
・

呉
秀
三
の
曽
祖
父
が
、
豊
田
隆
平
（
伊
予
中
島
出
身
一
七
六
一

（
？
）
’
一
八
一
二
）
で
あ
り
、
医
師
と
し
て
働
き
、
荘
山
田
村
（
現
呉

市
の
中
央
部
山
の
手
）
に
移
住
し
、
沢
原
家
の
娘
と
結
婚
し
た
。
そ
の

長
男
が
山
田
黄
石
（
荘
山
田
村
生
れ
、
一
七
八
八
’
一
八
二
七
）
で
、
呉

氏
の
始
祖
と
な
り
、
次
男
が
沢
田
屋
金
左
ヱ
門
（
荘
山
田
村
生
れ
、
？

’
一
八
五
九
）
（
薬
種
商
）
で
、
新
家
沢
原
を
名
乗
っ
た
。
金
左
ヱ
門
の

三
男
が
、
も
と
の
豊
田
姓
に
か
え
り
、
豊
田
倍
次
郎
、
後
の
立
碩
で

あ
る
。

り
ゆ
う
せ
き

立
碩
は
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
二
月
六
日
、
荘
山
田
村
に
生

呉
家
の
本
家
筋
、
豊
田
家
の
医
師
た
ち

①

○
豊
田
裕
治

②

豊
田
秀
三

③

石
田
純
郎

（104） 248


